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【今月のページ】

イメージキャラクター投票……2P

夏休み子ども教室‥・・・　　…3P

各秤健診のこ案内………………4P

泉北就職金岡フェア‥血　　‥・9P

組合計画が策定されました…10′｝15P

◆利用料金　大人　　　　　　200円

小人（中学生以下）100円　60歳以上の方、身体障かい者手帳・療育手帳をお持ちの方は無料

★ご利用にはスイミングキャップが必要です。（キャップはスポーツセンターでも販売しています）

【間】スポーツセンター　℡22－8622／教育委員会生涯学習課　℡22－1122

小学1年生～3年生を対象とした夏のスイミング教室を開催します。

詳しくは3ページをご覧ください。



忠岡町イメージキャラクター（デザイン）

投票コーナーを設置します日【間】政策推進課
一次審査通過の5作品について人気投票を実施します。当コーナー

には、投票用紙と投票箱を用意しています。『かわいくて元気いっぱ

い』のキャラクターに、あなたの1票をいれてください。（投票終了

後選定委員会で、最優秀賞1点、優秀賞2点を決定します）

期間：7／1（金）～15日（金）

場所一庁舎1階ロビー　　　　　ました。こ応募くださった皆様、

対象　住民・来庁者・職員　　　本当にありがとうございました○

なお、応募総数は114点あリ

定　　対 と　卜平和の雪目

●P Rステージイベント

場所　南イベント広場特設

ステージ

『世界・／S、しぎ発見I

ミステリーツアー争奪I

クイズ大会

住民懇談会を開催します
町政についての住民懇談会を行います。

こ近所お誘いあわせの上、ぜひお越し

ください。　　　　　　【間】秘書室

日　時　7月30日（土）19時～

会　場　ふれあいホール

（シビックセンター商館2階）

●ポクもわたしもパイロット！関空

きり写真撮影

エアロプラザ　2階イベ

ントホール

つわる色々
上、
［コ

●飛べ！飛べ！チェジュ航空

紙飛行機飛ばし大会

場所　エアロプラザ2階

水の広場

行フェスティバル

場所　南北イベント広場

簡盈◎圃圃　●世芸芸グ芸≡ンコ＿ス
竪脹Il龍／れ†宙堅塁＿．　●KIXジャンク市

関空旅博開催日前に旅行先の

ヒントをHPで公開します。

がんばろう日本l大阪から元気をI

ガンハ大阪応援企画　カンパボーイ

とじゃんけん大会

カンパ大阪のマスコットキャラク

ター「ガンバボーイ」とのじゃんけ

ん大会でカンパ大阪の遠藤選手・宇

佐美選手なとのサイン入りユニフォ
ームをプレセント！

7月16日（土）・17日（日）
場所　南イベント広場

10時～17時　　　ではのお宝大集結

関西空港南北イベント広場、　●東北応援コーナー

∴‖　∵○
場所　北イベン

関西から日本を

東北6県の観光PR

℡072－455－2370　　を開催。また、ミス七夕、ミスさん

http：／／www．tabihaku2011．　さ、ミスビーチが関西空港に来場L

eom／　　　　　　　　　ます！
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「「・夏休み子どもの教室「二川］

【間】スポーツセンターフロント

℡22－8622

水～日曜月12時～18時

【申込先】

〒595－0805忠岡町忠岡東1－34－1

忠岡町スポーツセンター

『水泳教室』仲森　あて

【間】忠岡町児童館　℡22－8602

水～日曜日　9時～17時

【申込先】

〒595－0805忠岡町忠岡東1－34－1

忠岡町児童館『夏休みの教室』係

水に親しむことを目的とし、成長に合わせて無理なく練習します。

◆募集対象　忠岡町在住の小学1年生～3年生

◆参加料　2，500円（参加申込時に納入）

◆申込方法　往復はがきに、①第一希望、第二希望クラス②住所③
氏名（ふりがな）④性別・生年月日⑤保護著名⑥小学校名・学
年⑦電話番号（日中連絡可能な番号）を記入の上、左記申込先に
送付（電話受付不可）

申込締切　7月15日（金）の消印有効

（申込多数の場合は7／18に抽選）
※往復はがきは1枚で1名です。募集状況についてはお答えでさ

ません。

◆水着等について…指定はありませんのでお手持ちのものを使用して

ください。なお、スイムキャップは必ず着用をお願いします。ま

た、キャップにはよく見える位置に名前を記入してください。

パソコン教室

開催日　7／28（木）・29（金）・30（土）　各コース3日間

Aコース　定員10名　9：10～10：40　教材費　600円

Bコース　定員10名10：45～12：15　教材費　600円

紙ねんと工作教室

開催日　7／31（日）・8／7（日）　各コース2日間

午前コース　定員10名10：00～11：30　教材費　200円

午後コース　定員10名13：30～15：00　教材費　200円

◆各教室の申込方法　往復はがきに、①希望教室・コース名②住所

③氏名（ふりがな）④性別・生年月日⑤保護著名⑥小学校名・
学年⑦電話番号（田中連絡可能な番号）を記入の上、左記申込先
に送付（電話受付不可）

申込締切　7月15日（金）児童館必着（申込多数の場合は抽選）
※往復はがきは1枚で1名です。
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各種 佶)�h,ﾈ+"�案内 ��亊H�ｩ]ｸﾉ(5ｨ985��ｲ�xC#(�ﾃ��#"�

今年度も、女性特有の力＼ん検診推進事業を実方凱＼たします。下記の年

齢に該当する女性の方に、子宮頸がん・乳力＼ん検診の無料クーポン券と

検診手帳をお送りいたしますので、この機会にぜひ受診してください。
送付対象者：平成23年4月20日現在忠岡町住民でかつ下記の年齢に

属する女性の方

◆子宮頸がん検診対象者
（20歳〕H2（1990）年4月2日～H3（1991）年4月1日生まれ

〔25歳〕S60（1985）年4月2日～S61（1986）年4月1日生まれ

〔30歳〕S55（1980）年4月2日～S56（1981）年4月1日生まれ

〔35歳〕S50（1975）年4月2日～S51（1976）年4月1日生まれ

〔40歳〕S45（1970）年4月2日～S46（1971）年4月1日生まれ

◆乳がん検診対象者
〔40歳）S45

（45歳）S40

〔50歳〕S35

〔55歳〕S30

〔60歳〕S25

★受診機関、方法は郵送しました案内をこ参照ください。
★クーポン券の発送は6月末です。該当する年齢の方で、クーポン券
検診手帳が届いていない方は、保健センターまでこ連絡ください。

■日本脳炎予防接種…平成17年5月～平成22年3月の接種勧奨差し控え

の間に、日本脳炎予防接種を受ける機会を逃した方や接種が中断し

ている方について公費での接種ができるようになりました。

対象者‥平成7年6月1日～平成19年4月1日に生まれたお子さん

（ただし、20歳になるまで）

※なお、3歳～7歳6ヶ月未満、9歳～13歳未満については昨年か

ら勧奨再開で接種できます。

接種方法　まだ一度も日本脳炎予防接種を受けたことのない方は6～

28日の間隔で1期初回を2回享妾種し、2回目から約1年後に追加接

●

成Å薗掛健診⑳冨案内
実施期間　7／1（金）～10／31（月）

実施場所　以下の歯科医院

受診料　1000円

（レントゲン不要の方は500円）

※生活保護世帯の方は受診料が免除さ

れますので受診前に必ず保健センタ
ーまで申請してください。

（受診後の申請は不可）

対　象　20歳以上の町住民

※受診前に必ず電話等でお問い合わせ

の上乗院ください。

［成人歯科健診実施歯科医院］
・斉藤歯科医院　忠岡東2の8の5

℡22－814　8

・坂田歯科医院　忠岡東1の39の9

℡33－10　5　0

・杉原歯科医院　忠岡中2の18の2

℡22－5　5　7　6

・夕こ歯科医院　忠岡中1の11の25

℡33－7　7　6　6

・寺　本　歯　科　忠岡東1の18の19

召F21－6　48　0

・正木歯科医院　忠岡中3の2の3

℡22－2　0　0　7

・真嶋歯科医院　忠岡東1の15の17

℡33－0　418

・よねもと歯科　忠岡南1の3の22

℡31－4181

種を1回、9歳以降で、2期接種を1回接種。すでに1回でも接種

を受けている方は、残りの回数を接種、9歳をこえてから2期を接種してください。

■麻しん風しん第4期接種・現在、高校3年生を対象として実施していますが、高校2年生で修学旅行等の学校行事で海

外に渡航する場合（学校長の証明書が必要）に限り、公費で接種を受けることができるようになりました。希望の方
は、保健センターまでお申し込みください。

■子宮頸がん予防ワクチン接種…供給の安定がはかられてきましたので、現在高校2年生の方について、初回接種の予約

を各医療機関で受け付けしています。今年9月30日までに1回目の接種を受けていれば公賓負担の対象となります。

接種を希望される場合は、9月30日までに接種を受けてください。

（中学1年生～高校1年生の方については供給が決まり次第案内します）

医　療　機　関　名 傀ｨ��ﾝﾘ��&��電話番号 倡�ｷｾ�(*ｨ/��日本脳炎 

安藤外科整形外科医院 �(�ｨ�c��ﾃ3��ﾃ#��22－5515 ��ｲ�○ 

お　　く　　だ　　医　　院 �(�ｨ�c��ﾃ#��ﾃ#r�31－0728 ��ｲ�○ 

加　　　　藤　　　　医　　　　院 �(�ｩ(c��ﾃ���ﾃ�"�20－2600 ��ｲ�　　／ 

聖　　　　祐　　　　病　　　　院 �(�ｩfｳ��ﾃ8�ﾃr�20－6650 ��ｲ� 

中川　こ　どもクリ　ニ　ッ　ク �(�ｨ�c(�ﾃ#(�ﾃ�X�ﾃ�2�22－1611 ��ﾈ�｢�（⊃ 

広　部　ク　リ　ニ　ッ　ク �(�ｨ�c��ﾃC��ﾃ#R�32－1831 ����ﾒ�○ 

盲　　　　嶋　　　　医　　　　院 �(�ｨｯﾃ��ﾃ�X�ﾃ�r�32－2481 ����ﾒ�（⊃ 

村　　　　田　　　　内　　　　科 俘(ﾈ馭ｳ(�ﾃ�h�ﾃ3B�46－3700 ����ﾒ�○ 

や　　　　ぎ　　　　医　　　　院 �(�ｨ�cx�ﾃx�ﾃ�b�23－8864 ��ｲ�○ 

八木レディースクリニック �(�ｨｯﾃ��ﾃ#(�ﾃ3��2D－0312 ��ｲ�○ 
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★どこに設置するの？

普段、寝るところに使っ

ている部屋すへて。2階以

上に寝室がある場合は階段

部分も。

り空等　仰

天井式

★値段は？どこで売っ

ているの？

値段は数千円前後で竃気

店やホームセンター等で扱

っています。購入の時は日

本消防検定協会の鑑定マー

クを目安にしてください。

ノゝ
ユヽ

場

地上波デジタル放送について

無料直通電話を設置
役場1階ロビーにデジサボへの

無料直通電話を設置します。

★孟ご芸用ください＝阻靂
8／26（金）まで　一一二三デ山【

★利用時間

9時～17時30分

（±・日・祝を除く）

悪質商法に注意日
工事業者や官庁職員、NHKなど

をかたって、工事費や手数料をだま

し取る事案が発生しています。おか

しいと感じたらすぐに警察へ！

泉大津警察署　℡23－1234
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／
1
5
以
降
分
は
次
号
に
掲
載
）

忠
岡
町
設
置
分

6

、

6

5

4

、

7

7

6

円

忠
岡
町
社
会
福
祉
協
議
会
分

l

、

6

0

4

、

2

1

1

円

※
い
ず
れ
も
累
計
額（

順
不
同
∴
敬
称
略
）

※
重
複
は
の
ぞ
き
ま
す

【
団
体
・
法
人
】

実
龍
吟
詩
さ
つ
き
い
そ
ず
み
支

部
合
同
吟
詠
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
忠
岡
第
1
団
、
虹
色
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会
、
虹
色
コ

ン
サ
ー
ト
入
場
者
寄
附
、
カ
ラ

オ
ケ
さ
く
ら
お
客
様
一
同
、
N

P
O
法
人
忠
岡
町
庭
球
連
盟
、

楽
園
キ
リ
ス
ト
教
会

【個人】
酒
井
美
智
子

毛
毒
よ
型
透
し
て
L
l
ま
す
か
？

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
直
接
ま

た
は
間
接
的
に
被
書
を
受
け
、
売

上
高
の
減
少
が
あ
る
中
小
企
業
者

み
な
さ
ま
に
対
す
る
認
定
申
請
の

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
保
証
限
度
額

無
担
保
8
0
0
0
万
円
、

最
大
2
億
8
∩
‖
U
n
＝
0
万
円

・
保
証
期
間
　
　
川
年
間
以
内

（
据
置
期
間
2
年
以
内
）

※
認
定
申
請
に
際
し
て
、
売
上
等

の
減
少
が
東
日
本
大
震
災
に
起

因
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎
認
定
基
準
・
必
要
書
類
・
申
請

手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
、
役

場
4
階
　
産
業
振
興
課
へ
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
を
よ
り
少
な
く
す

る
た
め
、
平
成
1
6
年
の
消
防
法
改
正
に
よ
り
、

平
成
2
3
年
6
月
よ
り
、
火
災
の
早
期
発
見
に
効

果
の
あ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
、
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

準
備
は
お
早
め
に

今
年
の
7
月
2
4
日
で
、
ア
ナ
ロ

グ
放
送
か
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
完
全
移
行
し
ま
す
。
現

在
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
ご
覧
の
方

は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
準
備

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

「
私
の
家
で
は
、
地
デ
ジ
が
見

ら
れ
ま
す
か
？
」
　
「
地
デ
ジ
を
見

る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す

か
？
」
な
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は

デ
ジ
サ
ボ
ま
で

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

℡

0

5

7

0

・

0

7

・

0

1

0

1

（
I
P
電
話
）

℡

0

3

・

4

3

3

4

・

1

1

1

1

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
用

の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
1
台

の
無
償
給
付
に
つ
い
て

★
対
象
と
な
る
の
は
、

仙
生
活
保
護
世
帯
等
で
N
H
K
放

送
受
信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯

㈲
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

（
申
込
書
（
黄
色
の
封
筒
）
　
は
、

役
場
1
階
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
置
場

に
あ
り
ま
す
）

詳
し
く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

へ
の
支
援

℡

0

5

7

0

・

0

3

3

8

4

0

0
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

支

援

　

℡

0

5

7

0

・

0

2

3

7
∩
∠
4

泉
州
水
防
事
務
組
合

水
防
臨
時
議
会
傍
聴

組
合
（
忠
岡
町
・
堺
市
二
高
石

市
・
泉
大
津
市
）
　
で
は
以
下
の
と

お
り
臨
時
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

傍
聴
（
定
員
8
0
名
）
希
望
の
方
は

組
合
事
務
局
（
℡
0
7
2
・
2
2

8
・
7
4
1
6
）
　
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
　
7
／
1
1
　
（
月
）

1
0
時
3
0
分
～

堺
市
役
所
本
館
1
1
階
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園
民
年
金
　
【
保
険
課
】

▼
7
月
は
保
険
料
免
除
申
請
の
受

付
月

7
月
よ
り
2
3
年
度
保
険
料
免
除

申
請
の
受
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

可
能
で
す
。
申
請
は
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
等
の
所
得
審
査
に
よ

り
本
人
の
免
除
の
可
否
が
決
定
さ

れ
、
該
当
す
れ
ば
保
険
料
が
免
除

・
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
免
除
期
間
が
あ
れ
ば
、
年

金
額
が
免
除
期
間
の
分
だ
け
減
額

（
減
額
金
額
は
そ
の
該
当
免
除
の

種
類
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。
）
　
さ

れ
ま
す
か
、
年
金
受
給
の
た
め
の

受
給
資
格
期
間
　
（
保
険
料
の
減
額

免
除
が
該
当
し
て
い
る
場
合
に
は

納
付
分
の
支
払
い
が
な
い
場
合
に

は
未
納
と
な
り
ま
す
）
　
に
は
加
算

さ
れ
ま
す
の
で
、
納
付
が
困
難
な

方
は
役
場
か
年
金
事
務
所
で
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
以
前
よ
り
、
継
続
免
除
を
希
望

さ
れ
、
現
在
も
継
続
免
除
該
当

中
の
方
は
2
3
年
度
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
申
請
な
し
に
免
除
該

当
の
可
否
の
所
得
審
査
が
自
動

的
に
な
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
の

結
果
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
後

日
通
知
か
な
さ
れ
ま
す
の
で
結

果
通
知
の
ハ
カ
キ
は
か
な
ら
ず

確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
7
月
は
現
況
届
及
び
所
得
状
況

届
の
提
出
月
で
す

2
0
歳
前
の
障
害
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
や
、
福
祉
年
金
か
ら
切
り

替
わ
っ
た
障
誓
基
礎
年
金
、
特
別

障
笥
給
付
金
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
7
月
が
現
況
届
及
び
所

得
状
況
届
の
提
出
月
で
す
。

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
届
出
で

す
。
7
月
に
、
日
本
年
金
機
構
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
大
阪
事
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
現
況
届
及
び
所
得
状
況

届
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
同

封
の
　
「
ご
案
内
」
を
よ
く
お
読
み

の
う
え
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役

場
窓
口
へ
7
月
中
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
前
回
の
現
況
届
提
出
時
に
住
民

票
コ
ー
ド
を
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
方
は
、
生
存
確
認
を
住
民

票
コ
ー
ド
に
よ
り
で
き
ま
す
の

で
、
所
得
状
況
届
の
ハ
ガ
キ
の

み
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

★
平
成
2
3
年
1
月
2
日
以
降
に
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
は

前
住
所
地
の
平
成
2
2
年
分
の
所

得
に
関
す
る
証
明
を
添
付
し
て

●

く
だ
さ
い
。

★
診
断
書
の
提
出
が
必
要
な
人
に

は
、
診
断
書
付
き
の
現
況
届
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
医
師

の
診
断
を
受
け
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

★
現
況
届
の
提
出
が
な
か
っ
た
り

遅
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
年
金

の
一
時
差
し
止
め
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
記
以
外
の
年
金
を
受

け
て
い
る
人
は
、
誕
生
月
が
現
況

届
の
提
出
月
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
間
】
　
日
本
年
金
機
構

℡

0

6

・

4

9

6

4

・

5

6

1

1

‥
鳳
＝
耳
＝
＝
＝
‥

▼
大
阪
府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技

術
専
門
校
生
募
集

【
川
月
入
校
生
】

・
見
学
会
　
7
／
2
8
　
（
木
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
5
0
分

（
予
約
不
要
・
当
日
受
付
）

・
生
徒
募
集

受
付
期
間
　
7
／
1
9
～
8
／
1
9

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
願
書
受
付

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

・
空
調
設
備
科

【
間
】
大
阪
府
立
南
大
阪
高
等
職

業
技
術
専
門
校
（
和
泉
市
テ
ク

ノ
ス
テ
ー
ジ
2
の
3
の
5
）

℡
5
3
・
3
0
0
5

▼
介
護
保
険
講
演
会

住
宅
改
修
・

福
祉
用
具
に
つ
い
て

～
そ
の
利
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
？
～

日
時
　
7
月
1
2
日
　
（
火
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

会
場
　
役
場
3
階
研
修
室
1
・
2

定
員
　
8
0
名
　
（
忠
岡
町
在
住
・
在

勤
の
方
）

講
師
　
福
祉
住
環
境
コ
ー
テ
ィ
ネ

ー
ク
ー
　
浜
垣
　
栄
司
氏

参

加

費

　

無

　

料

★
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
間
】
　
い
き
が
い
支
援
課

▼
貫
頭
衣
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

1
1
月
の
農
業
ま
つ
り
　
（
主
催
・

1
A
い
ず
み
の
）
弥
生
時
代
の
史

納
期
の
お
知
ら
せ

国
展
健
康
保
険
料
第
4
期
分

介
護
保
険
料
第
4
期
分

固
定
資
産
税
第
2
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
1
期
分

納
期
限
は
8
月
l
日
で
す

跡
で
あ
る
池
上
曽
根
遺
跡
で
『
貫

頭
衣
（
ポ
ン
チ
ョ
の
よ
う
な
服
）
』

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
　
7
月
1
日
～

8
月
3
1
日

※
応
募
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

を

こ

覧

く

だ

さ

い
。
役
場
4
階
産
業
振
興
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

【
間
】
産
業
振
興
課

▼
防
衛
省
自
衛
官
募
集

【
航
空
学
生
】

・
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
す

る
高
卒
（
含
見
込
）
　
～
2
1
歳

未
満
の
者

・
受
付
期
間
　
8
／
1
～
9
／
9

・
試
験
日
　
9
／
1
7
　
（
土
）

【
一
般
曹
候
補
生
】

・
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
す

る
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
　
8
／
1
～
9
／
9

・
試
験
　
日
　
9
／
2
3
　
（
金
）

【
間
】
防
衛
省
自
衛
隊
大
阪
府
地

方
協
力
本
部
　
岸
和
田
地
域
事

務
所
　
℡
0
7
2
・
4
2
6
・

‥

　

〓

∵

　

い

‥

■

自
衛
官
募
集

相
談
員
連
盟
委
嘱
式

中
野
大
阪
府
本
部
長
列
席
の
も

と
、
和
田
町
長
か
ら
前
田
　
弘
氏
、

藤
原
一
美
氏
　
吉
川
測
雄
氏
の
3
氏

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

【
6
／
1
　
役
場
】
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平成23年度

シルバー人材センター通常総会
厳しい環境の中　みんなの力で

契約高は前年並みを達成

5月27日、ふれあいホールで、シルバー人材

センター（上ノ山理事長）総会が開催されまし

た。厳しい雇用環境の中でしたが、町内企業・

事業所や住民みなさまのこ協力をいただく中、

会員数は292人と過去5年で最高となり、契

約実績も前年度を上回りました。

（7）　No537　201171

保
険
課
か
ら

の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険

大
阪
府
老
人
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

●
平
成
2
3
年
度
国
民
健
康
保
険
料

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

が
、
決
定
し
ま
し
た
。

本
算
定
保
険
料
決
定
通
知
書
・

納
付
通
知
書
等
を
7
月
中
旬
に
発

送
し
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

が
変
わ
‖
エ
よ
す
。

平
成
2
3
年
8
月
か
ら
　
「
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
　
《
橙

色
（
だ
い
だ
い
い
ろ
）
》
　
に
変
わ
り

ま
す
。新

し
い
被
保
険
者
証
は
、
7
月

元
行
政
相
談
委
員

上
ノ
山
幸
子
氏
に

総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

下
旬
ま
で
に
、
役
場
保
険
課
か
ら

送
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
平
成

2
4
年
7
月
3
1
日
ま
で
の
一
年
間
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険

者
証
《
水
色
》
　
の
有
効
期
限
は
平

成
2
3
年
7
月
3
1
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
以
後
は
ご
使
用
に
な

れ
ま
せ
ん
の
で
お
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
新
し
い
被
保
険
者
証

《
橙
色
》
は
お
手
元
に
届
い
た
と

き
か
ら
こ
使
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
旧
被
保
険
者
証
　
《
水
色
》
　
は
、

役
場
保
険
課
窓
口
へ
お
返
し
く
だ

さ
い
。

●
以
下
の
各
証
の
有
効
期
限
が
平

成
2
3
年
7
月
3
1
日
と
な
っ
て
お

り
、
切
り
替
え
時
期
で
す
。
申

請
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
申
請
が
必
要
で
な
い
も
の

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

新
証
は
、
7
月
3
1
日
ま
で
に
届
く

よ
う
に
発
送
し
ま
す
の
で
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

◎
申
請
が
必
要
な
も
の
　
（
役
場
保

険
課
窓
口
で
手
続
き
）

①
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
等

※
引
き
続
き
ご
入
院
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
8
月
中
に
再
度
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
年
の
所
得
区
分
が
変
わ
る
こ

と
に
よ
り
認
定
証
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養

受
療
証

※
前
年
の
所
得
区
分
に
よ
り
自
己

負
担
限
度
額
が
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

③
大
阪
府
老
人
医
療
（
一
部
負
担

金
相
当
額
等
一
部
助
成
医
療

証
）
医
療
証
の
色
が
、
黄
色
か

ら
水
色
に
変
わ
り
ま
す
。
対
象

者
の
方
に
は
、
通
知
文
を
7
月

中
旬
頃
発
送
し
ま
す
の
で
役
場

の
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
し
て

●

水
洗
化
改
造
工
事
を
さ
れ

る
方
に
は
『
助
成
金
・
融

資
制
度
』
が
あ
り
ま
す

㊨
水
洗
化
融
資
あ
っ
せ
ん

・
融
資
限
度
額
　
7
0
万
円

・
融
資
利
息
、
保
証
料
は
町
が
全

額
負
担

⑧
水
洗
化
助
成
金

・
個
人
の
家
　
（
く
み
取
り
・
し
尿

浄
化
槽
↓
水
洗
化
）
　
2
万
円

・
集
合
住
宅
　
（
く
み
取
り
↓
水
洗

化
）
　
　
　
　
　
　
　
　
1
万
円

・
集
合
住
宅
　
（
し
尿
浄
化
槽
1
水

洗
化
）
　
　
　
　
　
　
　
2
万
円

※
ご
利
用
は
④
⑧
い
ず
れ
か
一
方

【
問
】
　
下
水
道
課

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝

　

く

　

じ

1
等
・
前
後
賞

あ
わ
せ
て
3
億
円

発
売
期
間
　
7
／
H
～
2
9

抽

選

　

日

　

8

／

9

◆
お
買
い
求
め
は
大
阪
府
内
の
販

売
所
で
　
（
1
枚
3
0
0
円
）

【
間
】
晰
大
阪
府
市
町
村
振
興
協
会

℡

0

6

・

6

9

2

0

・

4

5

6

6

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　
～
7
／
3
1
㈲

応
募
作
品
テ
ー
マ

「
私
の
大
好
き
な
大
阪
」

応
募
部
門
　
学
生
の
部
・
一
般
の
部

・
外
国
人
の
部
・
タ
ン

ス
の
部
の
4
部
門

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く

た
さ
い
。
h
t
言
＼
＼
W
く
W
O
S
芙
？

∃
u
S
e
u
∃
」
P
＼

主
催
　
大
阪
府
　
（
府
民
文
化
部
　
都

市
魅
力
創
造
局
・
都
市
魅
力
課
）



ことも110番

（忠岡中3丁目）
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忠
岡
町
人
権
協
会
総
会

い
よ
い
よ
夏
休
み
…
…

6
月
2
日
、
役
場
に
お
い
て
人

権
協
会
（
櫻
井
忠
司
会
長
）
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
各
議
案
審
議
の
あ

と
、
拉
致
問
題
に
関
す
る
ビ
デ
オ

を
上
映
し
、
参
加
者
は
改
め
て
人

権
尊
重
の
重
要
さ
を
認
識
し
ま
し

た。

子
ど
も
た
ち
に

人

　

権

　

講

　

習

　

会

大
阪
府
人
権
擁
護
要
員

連
合
会
長
表
彰

正
木
啓
史
氏

6
月
8
日
に
開
催
さ
れ
た
人
権

講
習
会
（
忠
岡
町
社
会
福
祉
協
議

会
・
忠
岡
町
人
権
協
会
共
催
）
　
で

は
、
元
岸
和
田
市
立
女
性
セ
ン
タ

ー
館
長
の
宮
田
清
子
さ
ん
を
お
招

善
し
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

つ
い
て
の
こ
講
話
を
い
た
だ
菖
ま

し
た
。

大
阪
府
警
察
本
部
生
活

安
全
指
導
班
に
よ
る
子

と
も
防
犯
の
実
演

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

に
て
　
（
6
／
8
）

い
っ
そ
う
の
関
心
を
！

◎
こ
と
も
1
1
0
番
の
家

も
し
も
の
時
に
、
こ
ど
も
が
助
け
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
旗
や
ス

テ
ッ
カ
ー
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

自
宅
周
辺
の
　
「
こ
ど
も
1
1
0
番
の

家
」
を
さ
が
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

◎
動
く
こ
と
も
1
1
0
番

「
こ
ど
も
1
1
0
番
」
　
の
ス
テ
ッ
カ

ー
を
は
っ
た
車
や
バ
イ
ク
が
地
域
を
走

り

ま

す

！

◎
声
か
け
る
こ
と
も
1
1
0
番

地
域
の
こ
ど
も
た
ち
と
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
、
安

心
な
環
境
つ
く
り
を
！

◎
学
ぶ
こ
と
も
1
1
0
番

「
一
人
で
遊
ば
な
い
」
　
「
知
ら

な
い
人
に
つ
い
て
い
か
な
い
」
　
な

ど
、
こ
と
も
た
ち
に
犯
罪
か
ら
自

分
白
身
を
守
る
方
法
を
教
え
ま
し

ょ，つー・忠
岡
町
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
く
ら
せ
る
環
境
を
確
保

す
る
た
め
、
「
こ
と
も
1
1
0
番
」

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

乗
忠
岡
幼
稚
運

し
っ
か
り
と
勉
強
し

や
地
域
で
、

」
ど
も
た
ち
を



泉北就職情報フェア
合同就職説明会

日　時　7月28日（木）13：30～16：30

※面接受付は16：00まで

会　場　忠岡町ふれあいホール

忠岡町役場3階特設会場
正社昌・パートのお仕事を探している人を対象に泉

北就職情報フェアを開催します。

■対　象　仕事を探している人

■申込・参加費　申込不要／参加費無料

■持　物　写真添付の履歴書（複数社の面接を希望さ

れる方は、面接される企業数に合わせて履歴書を

持参してください。）

■内　容　就職面接会、求人情報検索・紹介・労働な

んでも相談・若年者就労支援相談・降がい者の就

労相談　なと　　【間】産業振興課　℡22－1122

「・・一・・一Ⅰ・・忠岡町消防本部より一・・一・・一・・「
l・・正しく使って楽しし1花火・‖i

●花火に書いてある遊び方を守る

●花火を人や家に向けたり、燃えやすい

もののある場所で遊ばない

●風の強いときには花火遊びを

しない

●水を用意する
●大人と一緒に遊ぶ

（9）　Ho537　201171

【
消
彙
相
談
実
例
】

駆
除
剤
（
ホ
ウ
酸
ダ
ン
ゴ
）
配
布

あ
わ
て
な
い
で
ー
・

震
災
な
ど
に
便
再
し
た
屋
根
修
理
サ
ー
ビ
ス

忠
岡
附
労
働
相
談

【
相
談
無
料
】

★
実
施
日
　
毎
月
第
3
木
曜
日

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

（
7
月
は
2
1
日
）

★
受
　
付
　
役
場
1
階
い
き
か
い

支
援
課
横
相
談
室

※
受
付
は
不
要
で
す
。
当
日
直
接

会
場
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

★
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
広
報
紙
裏
面
の
カ
レ

ン
ダ
ー
で
こ
確
認
く
だ
さ
い
。

【
間
】
産
業
振
興
課

℡

2

2

・

1

1

2

2

忠
岡
町
消
費
生
活
相
談

【
相
談
無
料
】

〔
相
談
の
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
〕

産
業
振
興
課

℡
2
2
・
1
1
2
2

ま
す
は
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

★
実
施
日
　
毎
週
火
・
木
曜
日

1
3
時
～
1
6
時

★
受
　
付
　
役
場
4
階
　
産
業
振

興
課

※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
広
報
紙
裏
面
の
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
事
例
1

地
震
で
屋
根
瓦
が
落
ち
て
し
ま

っ
た
。
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
、

屋
根
の
ふ
き
替
え
工
事
を
勧
め
ら

れ
た
が
、
高
額
な
の
で
断
っ
て
い

た

。

し

か

し

、

1

日

に

3

～

4

回

訪
問
さ
れ
、
「
判
を
押
せ
」
　
と
せ

か
さ
れ
て
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

工
事
日
も
決
ま
っ
て
い
な
い
の

に
「
内
金
3
0
万
円
を
す
ぐ
入
れ
る

よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
。

（
当
事
者
・
7
0
歳
代
女
性
）

■
事
例
2

義
父
が
、
突
然
訪
問
し
た
業
者

に
屋
根
の
シ
ー
ト
掛
け
の
補
修
を

勧
め
ら
れ
約
3
0
万
円
を
全
額
前
払

い
で
支
払
っ
た
。

あ
と
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
薄

い
ビ
ニ
ー
ル
を
テ
ー
プ
で
貼
り
付

け
た
だ
け
の
ず
さ
ん
な
内
容
だ
っ

た
。
（
当
事
者
‥
6
0
歳
代
男
性
）

《
参
考
・
回
答
》

●
震
災
後
、
屋
根
の
修
理
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
「
早
く
工
事
し
な
い
と
大
変
な

こ
と
に
な
る
」
　
な
と
と
不
安
を

あ
お
っ
て
契
約
を
急
が
せ
た

り
、
工
事
内
容
に
つ
い
て
あ
ま

り
説
明
せ
ず
に
工
事
を
し
て
高

額
な
請
求
を
し
た
り
す
る
ケ
ー

ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

●
勧
誘
さ
れ
て
も
そ
の
場
で
す
く

に
頼
ま
ず
、
工
事
の
内
容
や
費

用
に
つ
い
て
よ
く
確
認
し
た
上

で
、
家
族
な
と
に
相
談
し
た
り

複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を

と
っ
た
り
し
て
、
十
分
に
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、

法
律
で
定
め
ら
れ
た
契
約
書
面

を
受
け
取
っ
て
か
ら
8
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
た
と
え
工
事
が
終

わ
っ
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
可
能
で
す
。

●
心
配
な
時
は
、
忠
岡
町
消
費
生

活
相
談
窓
口
　
（
産
業
振
興
課
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

出
典
　
「
み
ま
も
り
新
鮮
情
報
」

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

梅
雨
に
入
り
、
コ
キ
ブ
リ
の
繁

殖
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
化

器
系
の
感
染
症
や
食
中
毒
の
防
止

の
た
め
に
、
各
家
庭
に
お
い
て
駆

除
を
お
願
い
し
ま
す
。

必
要
な
時
は
生
活
環
境
課
ま
で
。

・
配
布
開
始
日
　
7
／
6
か
ら

・
配
布
場
所
　
生
活
環
鹿
課

（
役
場
1
階
）

※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

忠
岡
町
防
火
協
力
会
よ
り

消
防
署
に
資
器
材
寄
附

防
火
協
力
会
（
花
野
繁
郎
会

長
）
　
で
は
消
防
巡
回
用
と
し
て

ホ
ン
ダ
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
1
台
、

災
害
活
動
用
の
資
器
材
一
式

（
総
額
4
3
万
円
相
当
）
　
を
消
防

署
に
寄
贈
し
ま
し
た
。



l…l第5次忠岡町総合計画が策定されまし定Illll

■匪警冨芸三言書芸諾苧
（将来像：まちブくりのキャッチフレーズ）

Ⅰ　総合計画策定の趣旨

●

平成12年度に、第4次忠岡町総合計画が策定されて以来、10年が経過しました。

この間、社会経済状況は大きく変化し、少子高齢社会の到来、長引く経済の低迷と雇用の不安定

化、地球規模の環境問題や安全・安心への意識の高まりなど、忠岡町を取り巻く環境にはかつてな

いほどの課題が山積しています。

総合計画は、行政運営を長期的な展望のもと効率的・効果的に行うための総合的な指針です。忠

岡町では、このような時代の潮流に的確に対応するため、いわば本町の今後10年間の進むべき方向

を示す「道しるべ」として、『第5次忠岡町総合計画』を策定しました。

この計画において目指すペきまちづくりのキャッチフレーズを、「みんなでつくろう　夢・希望
・感動あふれるまち～日本一小さなまち・忠岡の挑戦～」と定めました。

この計画の実現のためには、住民・事業者の皆様と役場の協働が不可欠です。一人ひとりの力を

合わせ、忠岡町のみんなの夢と希望をカタチにしていきましょう。

Ⅱ　接合計画の構成内容と閉脚

総合計画は、次の「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」によって構成されています。

し基本構想l

●　画

聖扇引田

10年後を目安とした将来を展望し、「将来のまちづくりのあり方」や「まちの姿」

といった「役場と住民が共有すべき目標」を示すものであり、総合的かつ計画的な

行政運営の指針となるものです。

基本構想に示す忠岡町の将来都市像の実現に向けて、財源・人材などの資源を最大

限に活用し、実効性を重視した分野別の基本的な施策の体系を示すものです。

基本計画に基づいて実施していく施策を具体化した計画で、別途定めます。

平成23年度　　　　　　　　　　　　　　平成32年度

▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼

基　本　構　想（10か年）

基　本　計　画（10か年）

ND537　201171（10）





Ⅳ　総合計画の主な内容

●

「まち」の最も大切な資源は「人」であり、「まち

づくり」は「人づくり」から始まります。

小さな町である忠岡町では、住民、学校、役場など

が連携を取りやすいという利点を活かして、将来を担

う人材を、みんなで協働して育てることに力を注ぎま

す。人が育ち、お互いに思いやり、一人ひとりが明るく輝けるまちをめざします。

基本目標1　まちの将来を担う人材を育てます

「まち」の主役は住民一人ひとりであり、まちの将来を

主体的に考え、行動できる人材を育てます。

〔基本施策〕

1　生きる力を培う学校教育の推進

2　子どもや若者の健全育成の推進

3　生涯学習の推進

4　生涯スポーツの推進

5　地域文化の継承
忠岡中学校の生徒たち

基本目標2　人にやさしい健康福祉の地域をつくります

忠岡幼稚園児と

高齢者との世代間交流

住民一人ひとりの健康寿命を延ばすため、健全な生活習慣

の確立に向けた自主的な健康づくりを促進します。

また、住民の顔が見えるまちのよさを活かし、支え合いの

精神に基づく地域ぐるみの福祉体制づくりを進めます。

〔基本施策〕

1　健康づくりの推進

2　子育て支援の充実

3　高齢者福祉の充実

4　障がい者（児）福祉の充実

5　地域の絆で支え合う地域福祉の推進

6　社会保障制度の適正な運営

基本目標3　個性を認め合う社会をつくります

国籍や育ってきた背景、性別や年齢、障かいの有無、職種な

どに関わりなく、一人ひとりの人権が尊重され、互いに認め合

い、心の通う公正な社会の実現をめざします。

〔基本施策）

1　平和で人権が尊重された社会の形成

2　男女共同参画社会の推進

3　多文化共生社会の形成

オーストラリア・

ピットウオーター市との

相互交流

No537　201171（12）



役場の責務は、住民の暮らしを守ることです。地震

などの自然災害、火災、犯罪、交通事故などから住民

を守る取り組みを進めます。また、地球規模での環境

問題にも足元から取り組み、先人から受け継いだこの

町を、将来の世代に引き継いでいきます。

基本目標4　モノや環境を大切にし、暮らしの豊かさにつなげます

モノを大切にする循環型社会や地球にやさしい低炭素社会の

実現に向けて、住民一人ひとりが自主的かつ積極的に取り組め

るように努めます。

〔基本施策〕

1　地球環境保全の推進　　2　循環型社会の推進

3　地域王買境保全の推進

基本目標5　安全・安心な明るい暮らしを確保します

自然災害や緊急事態に対する危機管理機能を強化し、防災体

制の整備を進めます。また、地域ぐるみの防災・防犯・事故防

止体制を整備します。

〔基本施策〕

1　危機・防災・減災対策の推進

2　防犯・交通安全対策の推進

3　消防・救急救命体制の充実
忠岡町防災訓練

既存産業の振興と、地域に根ざした新たなビジネス

の創出を支援することにより、まちを元気にします。

また、快適で利便性の高い生活環境の充実を図りま

す。

基本目標6　地域経済を支える産業の復活をめざします

既存産業の高付加価値化や、「忠

岡ブランド」の発振・育成、コミュ

二ティ・ビジネスなどの新たなビジ

ネスの創出と発展を支援します。

〔基本施策〕

1　既存商工業の振興

2　地域に根ざした新たなビジネスの創出・発展

3　農業・漁業の振興

基本目標7　快適で利便性の高い生活・都市基盤を充実します

道路網や公共施設など、適切な維持・管理を通じて充実を図

るとともに、良好な住宅・住環境の誘導に努めます。

〔基本施策〕

1　生活・都市基盤の充実

2　計画的なまちつくりと良好な住宅の誘導

3　水と緑の環境の保全　　　　4　上下水道の充実

（13）　Ho537　201171
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本格的な地方分権（地域主権）の時代を迎え、町は

自らの資任と創意工夫のもとに地域経営を進めていか

ねばなりません。そのため、役場は自立性の高い堅実

でムリ・ムダのない行財政運営を進めます。

また、限られた財源の中で、住民ニーズをすべて満

たしていくことがますます困難になる中、住民・事業

者と役場の協働によって、持続可能なまちづくりに取り組みます。

基本目標8　効率的・効果的な行政経営を進めます

計画の推進に向けた評価、見直しを徹底するとともに、積極的に

広域連携を図って、まちづくりを推進します。

〔基本施策〕

1　効率的な行政運営の推進

2　行財政改革の推進

3　地域情幸酎ヒの円滑な推進

4　広域連携の推進

基本目標9　住民参画を促す環境づくりを進めます

住民参画を促進し、住民の自治意識を高めるとともに、役

場と住民の連携や分担等の仕組みづくりを進めます。

〔基本施策〕

1　開かれた町政の推進

2　住民が主体となったまちづくり活動の促進

3　協働のまちづくりの仕組みづくり

Ⅴ　役場と住民・事業者の役割

まちの進むべき方向は、まちに住み、生活し、働いているみんなで考え、選択し、目標

●　　に向かってみんなが担い手となって協力し合うことが求められています。役場と住民・事
業者は、次のような役割を果たしていくことが大事になります。

／／“◇住民の暮らしを守ることを第¶とし、地域に合ったサービスを、効率的かつ効果的に提供します。

役／◇住民・事業者とともにまちのあり方を考え、地域資源をコーディネートして、まちに新しい価値を

鳩／生み出すよう努めます。

の◇積極的に行財政改革を進め、コスト意識を持って、ムタ・ムリ・ムラを省きます。
◇国、大阪府、忠岡町の役割を明確にし、忠岡町がなすへきことを選別し、役場では対応できないこ

役　　とがらは、国や大阪府へ要望する、または周辺の市町との広域連携により解決に向けて最大限の努

割　　力をします。
◇透明な行政運営を行い、必要な情報を迅速に提供するなど、住民参画を支援します。

住◇まちづくりの「主役」になって、まちの進むべき方向性を役場とともに考えます0

巨　◇公共サービスの「受け手」であると同時に、「担い手」であるという意識を持ち、役場と協力して
地域づくりに努めます。

◇住民は、地域のことは地域で自主的に決め、できるたけ地域の力で課題解決を図るよう努めます。

◇事業者は、自らもまちの一員であり、地域に貢献するという自覚をもって、組織力・情報力・資金

力を活かして、まちづくりに積極的に参画します。

No537　201171（14）

総
合
計
画
策
定
時
の

住
民
会
議



Ⅵ　総合計画の体系

基本的視点

第5次計画において、

特に重視する視点。

将　来　像

住民とともにめざす将

来の姿。

構

基本戦略
将来像の実現に向けて

取り組んでいく、まち

つくりの大きな方向

性。施策を選択と集中

により戦略的に進めて

いくことか重要である

ことから、「戦略」と

呼ぶ。

基本施策
「基本目標」に対

応し、忠岡町か推

進する施策。

具体的事業

施策を実現するた

めの事業。

（15）　No537　201171

≡≡≡≡
▽　　　　▽　　　　▽　　　　▽

みんなでつくろう　夢・希望・感動あふれるまち 
～日本一小さなまち・忠岡の挑戦～ 

△　　　　△　　　　△　　　　△

基菰目標を達成する定めの 

34の基茄施策 

七・、ノ 

基恭施策を実現するための具価的事業 
（別途、実施計画で定めます。） 

想
ま
　
最
枠

標
㌘
蒜

日
用
朋
摘

本
摘
川
路

基
警
芸
訂

住

　

ち

も

組

ー
、
ま
ち
の
将
来
を
担
う

人
材
を
育
て
ま
す

2
、
人
に
や
さ
し
い
健
康
福
祉
の

地
域
を
つ
く
り
ま
す

8
、
個
性
を
認
め
合
う
社
台
を

つ
く
り
ま
す

4
、
モ
ノ
や
環
境
を
大
切
に
し
、
暮
ら

し
の
豊
か
さ
に
つ
な
げ
ま
す

5
、
窃
全
・
守
旧
な
明
る
い
匡
ら
し
を

確
保
し
ま
す

6
、
地
域
経
済
を
支
え
る
産
栄
の

確
酒
を
め
苦
し
ま
す

7
、
偶
過
で
利
便
膣
の
高
い
生
活
・

都
市
基
盤
を
充
実
し
ま
す

8
、
効
率
的
・
効
果
的
な

行
政
経
営
を
堰
め
ま
す

9
、
住
巨
参
画
を
促
す

環
墳
ブ
く
り
を
埋
め
ま
す



KA〃KUU　〃どレ路

関西匡l際空港情報

★「タリースコーヒー」が

6月10日にオープン！

国際線出国エリア、ウインクシャトル南中閤駅お

よび北中間駅すく■そばにオープンいたしました。ま

たコーヒーに合うサイドメニューもご用意して、ご

搭乗直前まで気軽に立ち害れるくつろぎの時間を提

供しています。さらに隣接して、生ビールや軽食な

どをご提供する「Cは0（チャオ）」が同時オープン

しました。
・関西空港北ウインク店　⑳8　00～2130

・関西空港南ウインク店　◎8　00～22　30

★エアポートストア

「SSTサテライト」移転オープン！

Kl Xオリジナルクッズを扱うショップ「SST

サテライト」力＼6月28日、旅客ターミナルビル2階

国内線到着口のすく1■そばに移転して、リニューアル

オープンしました。関西空港ご利用の記念に、おみ

やげとしてもKl Xクッズをどうぞ。
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●

司

忠
岡
中
1
丁
目
1
－
2
3

表
示
・
3
2
0
8

フ
ア
イ
ナ
ン
シ
ャ
几
・
フ
ラ
ン
〓
ン
ク

技
能
膜
定
3
級
合
格
を
め
さ
し
て

～
就
労
支
援
事
業
講
座
生
募
集
～

忠
岡
町
産
業
振
興
課
と
商
工
会

共
催
で
、
国
家
資
格
の
3
級
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技

能
士
取
得
対
策
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
対
象
は
求
職
者
や
事
業
者
及

び
そ
の
従
業
員
。
金
融
・
不
動
産

・
税
金
な
ど
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
に
関
す
る
技
能
を
習
得
し
、
9

月
1
1
日
に
実
施
さ
れ
る
鮒
金
融
財

政
事
情
研
究
会
主
催
の
3
級
技
能

検
定
試
験
合
格
を
め
さ
し
ま
す
。

日
時
・
会
場
　
下
記
の
と
お
り

定
　
員
　
1
5
名
（
先
着
順
受
付
）

受

講

料

　

1

0

、

0

0

0

円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
込
締
切
　
7
月
8
日
　
（
金
）

申
込
は
忠
岡
町
商
工
会
ま
で

電
話
で
確
認
の
上
、
商
工
会
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
受
講
料
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

℡
3
3
・
3
2
0
8

《
講
座
日
程
》

時
　
間
　
1
8
時
～
2
0
時
3
0
分

会
　
場
　
忠
岡
町
商
工
会
1
階
会

議
室

7
／
1
9
（
火
）
・
2
2
（
金
）

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
資

金
計
画

7
／
2
6
（
火
）
・
2
8
（
木
）

リ
ス
ク
管
理

8
／
2
（
火
）
・
9
（
火
）

金
融
資
産
運
用

8
／
1
2
（
金
）
・
1
9
（
金
）

タ

ッ

ク

ス

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

8
／
2
3
（
火
）
・
2
6
（
金
）

不

動

産

8
／
3
0
（
火
）
・
9
／
2
（
金
）

相
続
・
事
業
承
継

9
／
6
（
火
）
・
9
（
金
）

直
前
対
策

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）

○
生
き
る
コ
ツ
気
に
せ
ず
怒
ら
ず
笑
い
合
う
　
　
　
西
川
リ
ヨ
子

※
今
回
は
技
巧
も
街
い
ら
な
い
わ
か
り
や
す
い
こ
の
句
を
選
び
ま
し
た
。
人

忠
岡
川
柳
会
（
♂
」
）

生
を
と
う
生
き
て
過
こ
す
か
答
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

○
若
い
気
は
繕
い
切
れ
ぬ
敏
を
見
る

○
気
に
し
て
る
証
拠
に
俺
を
無
視
し
て
る

○
覇
気
が
な
く
傘
寿
の
傘
は
重
す
き
る

○
い
や
な
こ
と
笑
顔
で
受
け
る
意
気
地
な
し

気
休
め
に
電
球
ひ
と
つ
外
し
て
る

K
Y
は
「
厳
し
い
嫁
」
と
思
っ
て
た

ダ
イ
エ
ッ
ト
気
持
ち
は
ガ
マ
ン
ロ
は
別

機
嫌
と
る
女
房
の
仕
草
あ
と
怖
い

気
に
障
る
ひ
と
言
多
い
恋
仇

運
動
会
親
は
気
を
吐
き
子
は
醒
め
る

気
に
し
す
き
誰
も
あ
な
た
を
見
て
い
な
い

気
に
な
ら
ぬ
だ
け
と
気
に
な
る
あ
の
言
葉

気
が
つ
け
は
三
途
の
川
も
金
次
第

空
腹
は
短
気
の
因
と
ま
た
太
る

気
遣
い
の
過
保
護
は
逆
や
放
っ
て
み
る

援
け
合
う
こ
と
に
気
配
り
深
め
た
い

寝
て
い
て
も
人
に
聞
か
れ
り
ゃ
　
「
元
気
」
だ
と

震
災
後
気
に
な
る
こ
と
が
多
過
き
る

気
に
す
る
な
お
前
が
逝
っ
て
も
揺
る
が
な
い

川
崎
ア
イ
子

杉
谷
　
晶
三

西
川
　
粋
謡

藤
田
志
津
恵

砂
原
　
久
子

正
木
　
仲
明

橋
口
美
恵
子

勝
又
栄
美
子

岡

川

　

　

衛

桐
谷
　
英
樹

神
山
　
芳
子

上
西
　
洋
治

鳥

谷

　

　

猛

上
田
　
克
子

吉
田
　
光
子

山
田
　
典
和

大

槻

　

　

緑

上
川
　
睦
男

選

　

　

　

者

【おわび】

先
月
6
月
号
の
1
1
ペ
ー
ジ
忠
岡

町
句
会
で
、
次
回
開
催
日
と
兼
題

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

関
係
皆
様
に
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
【
政
策
推
進
課
】

損
誓
禦
』
招
…
攣
い
ず
れ
も
一
人
五
句
ま
で
）

※
興
味
の
あ
る
方
、
一
度
勉
強
会
に
居
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
誤
で
　
「
〒
究
干
宍
〇
四
　
馬
瀬
1
丁
目
1
7
－
1
1

「
忠
岡
川
柳
会
」
鷹
峰
基
秀
宛
　
（
℡
3
2
・
4
8
4
3
）

※
次
回
の
定
例
「
勉
強
会
」
　
7
月
1
7
日
（
日
）
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）



忠
岡
町
句
会

日
も
風
も
人
も
五
月
を
謳
歌
す
る

蟻
の
列
ふ
と
引
き
か
へ
す
蟻
も
を
り

玉
葱
の
昨
日
今
日
明
日
メ
ニ
ュ
ー
多
々

若
草
を
蹴
り
空
を
蹴
り
さ
か
上
が
り

た
だ
右
往
左
往
し
て
ゐ
る
蟻
も
を
り

里
見
輝
子
適

里
見
　
輝
子

田
辺
千
鶴
子

井
上
久
美
子

前
川
　
絹
代

奥

野

一

郎

一
束
と
い
ふ
玉
葱
な
れ
ど
吊
る
こ
と
に

玉
葱
を
吊
り
し
香
路
地
に
隠
さ
れ
ず

枝
に
な
り
き
っ
て
動
か
ぬ
枝
蛙

近
径
と
い
ふ
は
な
か
り
し
蟻
の
道

●

●

花
野
　
久
子

田
辺
紗
童
子

花
野
　
昭
子

藤
野
　
清
子

ビ
ス
ケ
ッ
ト
こ
ぼ
れ
し
か
け
ら
蟻
の
荷
に
　
清
座
　
晴
子

晴
天
の
蟻
に
も
予
定
あ
り
さ
う
な
　
　
　
　
赤
松
　
朝
子

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
梅
雨
探
き
越
前
へ
　
　
　
松
島
　
信
雄

梅
雨
模
糊
と
を
の
こ
ろ
島
も
掻
き
消
え
て
　
竹
中
美
津
子

豆
絞
り
ち
ょ
こ
ん
と
の
せ
て
祭
髪
　
　
　
　
高
橋
あ
い
子

蛍
ま
た
思
慕
の
心
を
曳
き
て
消
ゆ
　
　
　
　
金
田
　
芳
子

早
か
り
し
梅
雨
入
り
台
風
つ
れ
て
来
る
　
　
西
谷
　
祥
子

雨
の
憂
さ
排
ふ
さ
み
だ
れ
萩
の
紅
　
　
　
　
櫻
井
恵
美
子

次
回
　
七
月
七
日
（
木
）
　
文
化
会
館
　
締
切
二
時

兼
題
　
雲
の
峰
・
毛
虫

患
周
後
教
教
竺
諒
阜
　
講
師
佐
沢
邦
子

日
に
い
く
と
庭
掃
き
夕
へ
風
呂
を
焚
く
自
己
流
つ
ら
ぬ
く

母

の

リ

ハ

ヒ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

※
母
上
が
ご
高
齢
で
あ
ら
れ
る
印
象
の
一
首
で
あ
る
。
庭
を
掃
か
れ

る
、
薪
で
風
呂
を
焚
か
れ
る
こ
と
も
全
部
母
上
の
リ
ハ
ヒ
リ
に
な
っ

て
い
る
の
た
と
作
者
は
、
案
じ
乍
ら
も
励
ま
し
の
目
差
を
送
っ
て

お
ら
れ
る
。
お
住
ま
い
が
都
会
で
は
な
い
レ
ト
ロ
感
も
あ
る
。

血
の
検
査
カ
ル
テ
開
き
て
若
き
医
師
ま
あ
ま
あ
で
す
な
ま

あ

ま

あ

米

寿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

※
軽
妙
酒
脱
な
表
現
が
二
百
を
力
強
く
明
る
く
ひ
び
か
せ
て
い
る
。

作
者
と
　
「
若
き
医
師
」
　
の
対
比
も
さ
り
げ
な
く
人
生
そ
し
て
命
へ

と
読
者
の
思
考
を
い
ざ
な
う
様
で
、
八
十
八
歳
で
あ
ら
れ
る
こ
と

は
此
の
歌
に
触
れ
る
わ
た
く
し
達
に
希
望
を
与
え
て
く
だ
さ
る
。

僅
か
で
も
溜
ま
れ
ば
倍
と
な
る
力
に
き
り
し
小
銭
募
金
の

箱

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

本

ア

イ

子

※
「
東
日
本
犬
ぷ
災
」
の
日
よ
り
三
箇
月
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
決
し

て
忘
れ
ら
れ
な
い
悲
し
く
苦
し
い
大
き
な
羅
災
。
一
日
も
早
く
立

ち
直
ろ
う
、
可
能
な
限
り
原
状
回
復
を
と
皆
思
っ
て
い
る
に
違
い

な
い
。
作
者
も
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
確
り
援
助
さ
れ
て
い
る
。

救
援
も
容
易
き
方
に
流
さ
れ
て
飲
兵
衛
選
ぶ
福
島
の
酒

田
中
　
成
幸

久
び
さ
の
倉
庫
に
夫
の
釣
り
道
具
迫
品
は
嘆
に
は
ん
な
り

包

ま

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

本

田

　

率

子

我
が
病
神
の
与
え
し
試
練
か
や
ひ
と
つ
消
え
て
も
又
ひ
と

つ

増

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

姿
見
て
「
じ
い
じ
、
ば
あ
ば
」
と
来
る
女
孫
か
わ
い
い
声

で

我

を

と

り

こ

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伴

　

美

都

子

老
鷲
の
声
に
ま
け
じ
と
蛸
蛤
池
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
声
の
飛

び

交

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

切
り
抜
き
し
新
聞
記
事
を
読
み
返
す
役
に
立
つ
日
と
フ
ァ

イ

ル

の

溜

ま

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

大
江
戸
の
人
情
話
の
ド
ラ
マ
見
つ
つ
復
興
す
す
む
被
災
地

を

思

　

（

も

）

　

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

忠

　

亀

あ
じ
さ
い
の
噴
き
出
づ
る
こ
と
つ
ぼ
み
持
ち
光
を
抱
き
き

そ

い

つ

つ

仲

ぶ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宮

里

　

英

彦

た
ら
ち
め
と
孫
ら
も
眠
る
屋
根
の
上
に
ハ
ー
ト
の
半
分
春

の

半

月

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

バ
ラ
園
に
行
く
楽
し
み
も
雨
の
降
り
ホ
ー
ム
で
工
作
何
出

来

る

や

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岩

井

　

泉

華

近
居
な
る
孫
た
ち
共
に
高
校
生
夫
逝
き
て
よ
り
二
十
年
経

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

平

　

静

子

ど
の
家
（
や
）
　
に
も
色
と
り
ど
り
の
花
の
咲
き
町
の
平
和

の

シ

ン

ボ

ル

め

け

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久

米

し

げ

子

天
国
の
使
い
と
な
る
や
リ
ズ
・
テ
ー
ラ
ー
「
緑
園
の
天
使
」

た

り

し

美

少

女

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

野

　

思

和

大
輪
の
切
花
友
は
届
け
く
れ
朝
の
厨
の
一
気
に
は
な
や
ぐ

清

水

一

恵

メ
ー
ル
し
つ
週
ひ
と
た
び
の
カ
ラ
オ
ケ
に
　
「
風
邪
に
て
無

念

」

と

お

茶

の

み

友

に

　

　

　

　

　

　

　

花

野

　

繁

紀

う
な
さ
か
ゆ
光
の
御
簾
を
放
つ
が
に
漁
火
ひ
ろ
こ
る
越
前

の

海

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子



7月
日　月　火水　木金　土

3④（む6　7　8　9

10⑭⑲13141516

17⑱⑲20212223

24㊥㊥27282930

⑪（○印は休館です）

講場　　日

師所　時

定　　　講場　　日

員　　　師所　　時

本
と
の
出
会
い

～
夏
野
菜
を
使
っ
た

バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
～

家
庭
で
の
食
中
毒
予
防

～
食
品
の
扱
い
方
、

7
／
3
0
　
（
土
）1

0
時
～
1
3
時

3
階
料
理
実
習
室

前
田
　
和
子
氏

（
料
理
研
究
家
）

新
着
図
書
案
内

《一般書》

暮
ら
し
の
年
表
　
流
行
語
1
0
0
年

講

　

談

　

社

昭
和
天
皇
と
ワ
シ
ン
ト
ン
を
結
ん
だ

男

　

　

　

　

　

　

　

　

　

青

木

冨

貴

子

お

金

の

教

室

　

　

　

　

山

崎

　

　

元

千

年

震

災

　

　

　

　

　

郡

司

　

士

曇

旦

菖
て
て
楽
し
む
は
じ
め
て
の
緑
の
力

1
テ
ン
　
　
緑
の
カ
ー
テ
ン
応
援
団

世
界
は
気
に
な
る
こ
と
ば
か
り

五
味
　
太
郎

し
げ
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
　
長
谷
川
義
史

し
ろ
も
く
ろ
も
、
み
ん
な
お
い
で

あ
ペ
　
弘
士

調
理
の
仕
方
～

7
／
1
5
　
（
金
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

3
階
講
習
室

大
阪
府
和
泉
保
健
所
衛

生
課
　
食
品
衛
生
監
視

員
　
岡
崎
　
洋
亮
氏

3
0
人

絆
回
廊

月
は
怒
ら
な
い

無
花
果
の
森

逆
事

遊
星
ハ
グ
ル
マ
装
置

デ
カ
ル
コ
マ
ニ
ア

異
境

幸
福
な
生
活

作
家
の
遊
び
方

慈
し
み
の
女
神
た
ち

大
沢
　
在
昌

垣
根
　
涼
介

小
池
真
理
子

河
野
多
恵
子

朱
川
　
湊
人

長
野
ま
ゆ
み

堂
場
　
瞬
一

百
田
　
尚
樹

伊
集
院
　
静

上
・
下

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
リ
テ
ル

《
児
童
書
》

鉄
は
魔
法
使
い

畠
山
　
重
篤

こ
と
も
大
図
鑑
　
地
球

ジ
ョ
ン
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
し
こ
と

P
H
P
研
究
所

童
傭
み
の
蒋
捷

～
夏
休
み
の
宿
題
に

き
っ
と
役
立
つ
本
～

工
作
・
生
物
の
飼
い
方
・
調
へ

学
習
な
ど
用
意
し
て
い
ま
す
。

七
タ
か
ざ
り

～
短
冊
に
み
ん
な
の
麻
い
を

書
き
ま
せ
ん
か
～

★
7
月
1
日
惚
～
7
日
榊
に
図
書

館
に
来
て
く
だ
さ
い
。
短
冊
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
芸

毎
週
水
曜
日
、
1
5
時
か
ら
図
書

館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
来
て
ね
ー
・

●

受
講
料
　
無
　
料

申
込
み
　
7
／
3
～
1
3
に
事
務
所

ま
で
　
（
電
話
可
）

夏
休
み
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ

日
　
時
　
7
／
2
2
　
（
木
）

1
0
時
3
0
分
～
1
3
時
3
0
分

場
　
所
　
3
階
料
理
実
習
室

内
　
容
　
キ
ー
マ
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

ミ

ニ

デ

コ

レ

ー

シ

ョ

ン

ケ
ー
キ
ほ
か

材

料

費

　

5

0

0

円

定
　
員
　
1
8
組
　
（
町
内
在
住
在
勤

の
親
子
）

申
込
み
　
7
／
3
～
1
5
に
材
料
費

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

夏
の
ス
ピ
ー
ド

ク
ッ
キ
ン
グ

材

料

費

　

8

0

0

円

定
　
員
　
2
4
名

申
込
み
　
7
／
3
～
2
3
に
材
料
輩

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

お
も
て
な
し

イ
タ
リ
ア
ン

日
　
時
　
8
／
4
　
（
木
）1

0
時
～
1
3
時

場
　
所
　
3
階
料
理
実
習
室

内
　
容
　
豚
肉
の
イ
ン
ポ
ル
テ
ィ

ー
こ
、
江
原
テ
ィ
ラ
ミ

ス
他

材

料

費

　

5

0

0

円

定
　
員
　
3
0
名
　
（
申
込
順
）

申
込
み
　
7
／
3
～
2
1
に
材
料
費

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

ハ
ー
モ
ニ
カ

＆
童
謡
教
室

～
菖
懐
か
し
い
童
謡
を
口
ず
さ

み
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
～

期

　

間

　

8

／

3

～

1

0

／

2

0

の

毎

週
水
曜
日
の
計
1
2
回

（
8
／
川
は
休
み
）

1
0
時
3
0
分
～
1
時
3
0
分

場
　
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
　
員
　
2
0
人
　
（
申
込
順
）

講
　
師
　
堺
が
ら
く
た
ー
ず
メ
ン

●

バ
ー
　
武
田
　
森
氏
他

教

材

費

　

1

0

0

0

円

持
ち
物
　
複
音
ハ
ー
モ
ニ
カ
C

申
込
み
　
7
／
3
～
2
3
に
教
材
費

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

女
性
の
悩
み
電
話
相
談

〔
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
〕

忠
岡
町
働
く
婦
人
の
家
で
は
、

女
性
の
あ
ら
ゆ
る
悩
み
相
談
に
対

し
、
問
題
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け

出
す
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
　
毎
月
第
3
水
曜
日

1
3
時
3
0
分
～
1
6
時

●
相
談
回
数
は
一
人
1
時
間
を
目

安
に
し
て
お
り
ま
す
。

●
場
所
　
文
化
会
館
3
階
相
談
室

●
担
当
　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

冨
田
美
穂
子
さ
ん

●
申
込
み
　
時
間
内
に
直
接
会
場

ま
で
、
ま
た
は
文
化
会
館
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
日
本
語
よ
み
か
き
教
室

開
設
日
時
　
毎
月
第
2
・
4
日
曜

日
　
　
1
4
時
～
1
6
時

化

い

よ

っ

《内容》
・
日
本
語
で
の
会
話
や
よ
み
か
き

を
中
心
に
学
習

・
外
国
人
に
は
日
本
語
の
学
習
と

交
流
活
動
を
し
ま
す

費
用
　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
）

※
随
時
受
付
・
電
話
申
込
可

と

い

　

　

た

だ

お

か

ち

上

つ

ぶ

ん

か

か

い

か

ん

【
間
】
忠
岡
町
文
化
会
館

℡

0

7

2

5

・

3

3

・

1

1

5

1



忠岡小学校・忠岡保育所・チューリップ保育園

」≡適職訝碧万フという層だ

伸虔LJ2才フ虐よ／

（北出2丁目）

大副　中次先

将将堅鋒鋒

谷西加村金
本山守松　口

田航　日

菜亘太向
健月　希郎花

剣剣剣剣剣
士士士士士

《
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

体
力
測
定
会
》

宣
布
！
基
礎
確
力
は

つ
い
こ
い
る
ガ
な

【
6
／
1
2
　
東
忠
岡
小
学
校
】

少
年
団
・
少
年
団
育
成
者

連
絡
協
議
会

救
急
救
命
講
習
会

中
学
生
が

A
E
D
に
挑
戦

【
6
／
1
8
　
消
防
署
】

【
テ
ニ
ス
連
盟
】

第
2
8
回
全
日
本
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
一
一
ス
選
手
権
大
会

大
阪
府
予
選

宇
戸
鈴
奈
選
手
優
勝

（
8
月
に
全
国
大
会
出
場
）

2
大
会
を

好
成
綾
で
飾
る

第
3
8
回
泉
大
津
少
年
剣
道
大
会

小
学
生
の
部
　
準
優
勝
！

【
参
加
4
5
チ
ー
ム
】

第
4
1
回
高
石
剣
道
優
勝
大
会

中
学
生
の
部
　
準
優
勝
！

【
参
加
7
7
チ
ー
ム
】

西
山
　
翔
己
剣
士

漉
谷
　
拓
己
剣
士

紀
ノ
岡
　
諒
剣
士

小
学
生
高
学
年
の
部

ベ

ス

ト

8

！

【
参
加
8
4
チ
ー
ム
】

加
守
田
亘
希
剣
士

西
山
　
葉
月
剣
士

谷
本
　
　
健
剣
士

二
二
二

児
童
数
室
の
紹
介

ピ
ア
ノ
教
室
②

児
童
館
の
教
室
で
4
つ
あ
る
ピ

ア
ノ
教
室
の
金
曜
日
ク
ラ
ス
を
紹

介
し
ま
す
。

指
導
は
奥
村
　
彩
先
生
で
、
現

在
、
6
人
の
子
ど
も
た
ち
に
レ
ッ

ス
ン
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
は
、
譜
面
読
み
か
ら
は
じ

め
、
一
年
後
の
児
童
館
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
の
発
表
会
を
目
標
に
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
先
生
は
『
最
初
は
こ
ち
ら

か
ら
こ
ん
に
ち
は
と
言
っ
て
も
な

か
な
か
元
気
に
返
事
を
し
て
く
れ

ま
せ
ん
か
、
一
生
懸
命
練
習
に
取

り
組
む
中
で
、
ハ
キ
ハ
キ
と
あ
い

さ
つ
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
』
と
。

卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
が
と
き

ど
き
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と
も

励
み
に
な
り
ま
す
と
笑
顔
で
語
ら

れ
る
先
生
。
今
は
、
一
人
ひ
と
り

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
向
け
て
、
猛

練
習
の
日
々
で
す
。



定員に満たない健診については受付中です。次は秋・冬の実施
となります。残りわずかの検診もあります。定員になりしだい受

付をしめきります。

●特定健診（身体計測・血液検査・血圧測定・検尿・医師の診察
・心電図検査）　※国保加入者の方のみです。

7／28（木）9時～11時30分　　　保健センター

●肺がん・結核（胸部レントゲン・喀疾検査）、大腸がん（便検

査）検診　　7／28（木）9時～11時30分　　　保健センター

●乳がん・子宮がん・骨粗しょう症検診検診

7／12（火）9時～15時30分　　　保健センター

■負担費用・特定健診は1，000円、がん検診はそれぞれ500円。

■検診を受診希望の方は保健センターまでお申し込みください。
ただし、町内医療機関での検診は、保健センターへの申し込み

は必要ありません。直接、医療機関にお問い合わせください。

★見つけたときの処置…必ず手袋をし、殺虫剤を

吹き付けてください。卵のうなどは踏みつぶす。

★クモがよくいる場所＝・排水溝の側面やふたの塞・墓石まわり

など　　　【間】期間中の相談は生活環境課まで

一一一一◆撮拐の各種相談◆・一一一日

【法律相談】7／27（水）13　30～　役場

3階交流センター　当日9時から電話

受付（先着6名）政策推進課　℡22－

1122

【行政相談】電話受付（政策推進課）
℡22－1122

【人権相談】7／19（州13　30～15　30

いき力＼い支援課横相談室15日陰ほで

に電話申込　人権平和室　℡22－1122

※人権相談については5階人権平和室

で随時相談に応じています。

【労働相談】7／21㈹13　30～15　30

いさ力てい支援課横相談室　直接会場へ

【消費生活相談】毎週火・木曜日13　00
～16　00（受付15　30まで）当日直接

4階産業振興課まで

【女性の悩み】7／20帥）1330～1600

文化会館3階相談室17日（日）16　00ま

でに文化会館事務所に電話申込

文化会館　事務所　℡33－1151

【児童・障害児相談】

すこやか推進課　　　　　℡22－1122

【老人介護支援センター】　℡46－7200

24時間対応の相言炎・助言

ピープル老人介護支援センターただお

か（特別養護老人ホームピープルハウ
ス忠岡内）

忘蒜㌫；＝‾左盲云品蒜
●なつかしの映画会7／5㈹13：30～

●パンパ一会　　　7／12㈹13：30～

l●カラオケ会　　　7／19㈹13：30～

l●編み物教室　　7／26伏）13：30～l

l☆民謡踊り教室　月・水・金13：30～l

l☆囲碁・将棋　火・木　13：00～l

第1・3木10’00～l

罷…蔓の芳箋2：菅
！☆大正琴クラブ　　火10‥00～l
」　－　－．－　－　－　－　－　－　－　－　＿」

福祉ヒン9－をヱ剰閂ください
★利用できる人は‥・？　町内在住の60歳

以上の人と身体障かい者の方。申込

みは簡単です。　　【℡22－0350】

ひとの動き

人口18，221人（－11人）

男　8－824人（－9人）

女　9，調7人（－2人）

世帯　　7．580（＋3）

≪2011年5月末現在≫

No537　201171（20）

セ
ア
カ
ゴ
ケ
ク
モ
等

対
策
胃
闇

期
間
　
7
月
2
0
日
～
8
月
3
1
日

●
★
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

7
／
1
9
　
（
火
）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

（
要
電
話
予
約
）

★
エ
イ
ズ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査

と
相
談
　
（
電
話
相
談
可
）

血
液
検
査
　
7
／
1
3
　
（
水
）

7
／
2
7
　
（
水
）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
1
時

★
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

随
時
　
（
要
電
話
予
約
）

和
泉
保
健
所
だ
よ
り

℡

4

1

・

1

3

4

2

多
く
の
方
は
、
飼
い
犬
の
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
中

に
は
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
人
が
い

ま
す
。そ

の
人
の
た
め
に
、
多
く
の
方

が
迷
惑
し
て
い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を

守
り
、
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

①
放
し
飼
い
を
し
な
い
！

人
を
か
む
こ
と
や
他
の
犬
と

ケ
ン
カ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
　
「
う
ち
の
犬
は
お
と
な
し

い
（
か
し
こ
い
）
か
ら
大
丈
夫
」

は
理
由
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

②
フ
ン
は
必
ず
飼
い
主
が
後
始
末

をー

●

は
ス
コ
ッ
プ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

と
を
常
に
用
意
し
て
後
始
末
を

し
ま
し
ょ
う
。

③
散
歩
の
と
き
は
綱
　
（
リ
ー
ド
）

を
し
っ
か
り
持
ち
ま
し
ょ
う
！

散
歩
の
と
き
は
綱
を
短
め
に

持
っ
て
、
人
や
他
の
犬
に
吠
え

か
か
っ
た
り
し
た
ら
、
綱
を
強

く
引
い
て
そ
ば
に
行
け
な
い
こ

と
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

せ
ん
か
？

…
‥
犬
の
マ
ナ
ー

迷

け
て
い
寮
せ
ん
か
？

六
を
陥
っ
て
い
る
裟
輝
へ

道
路
や
公
園
を

歩
い
て
い
る
と
善

に
踏
ん
で
し
ま
っ

て
嫌
な
思
い
を
し

た
経
験
は
あ
り
ま

散
歩
に
出
る
と
き

「

．

．

■

　

t

■

■



偏　　健

セン9－
繚囁2潜

tei22】1重22r内258～252）

fax22－8鴨3

メールアトレス

bokenc＠town－tadaokaJp
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丁
子
二
一

▼
B
C
G

7
／
1
4
　
（
木
）

1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
【
受
付
】

対
象
＝
生
後
6
ヵ
月
未
満

★
B
C
G
は
4
ヵ
月
健
診
時
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
（
個
別
通
知
）

★
4
ヵ
月
健
診
ま
で
に
接
種
を
希

望
す
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

1
3
時
1
5
分
～
3
0
分
【
受
付
】

▼
2
歳
6
カ
月
児
歯
科
健
診

7
／
1
9
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

【
各
健
診
に
必
要
な
も
の
】

予
防
接
種
…
母
子
手
帳

健
　
　
診
・
母
子
手
帳
と
通
知
書

▼
身
長
・
体
重
測
定
臼

7
／
2
2
　
（
金
）

川
時
～
1
1
時
【
受
付
】

▼
ベ
ビ
マ
ク
ラ
ブ
『
ぴ
よ
ぴ
よ
』

7
／
1
・
8
（
金
）1

0
時
～
1
1
時
3
0
分

※
8
月
は
お
休
み
で
す
。

▼
離
乳
食
講
習
会
（
予
約
不
要
）

7
／
1
4
（
木
）

1
4
時
～
【
受
付
】

▼
園
庭
開
放
（
書

7
／
1
4
（
木
）
川
時
～
正
午

忠
岡
保
育
所

【
予
約
受
付
は
7
／
5
か
ら
】

甘
㈲
圏
］

▼
健
康
相
談

7
／
1
1
・
2
5
（
丹
）1

3
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
健
康
料
理
教
室

7
／
1
1
（
月
）
　
1
0
時
～

対
象
…
6
0
歳
以
上
の
方

▼
ヘ
ル
シ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

7
／
2
7
　
（
水
）
　
1
0
時
～

▼
男
子
厨
房
に
入
ろ
う
教
室

7
／
2
6
　
（
火
）
　
1
0
時
～

対
象
…
男
性
（
年
齢
制
限
な
し
）

▼
歌
体
操

7
／
2
6
　
（
火
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

対
象
・
高
齢
者

【
予
約
受
付
は
7
／
5
か
ら
】

母
と
子
の

教

　

室

▼
お
母
さ
ん
の
勉
強
室

～
積
木
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～

7
／
2
7
（
水
）
1
0
時
3
0
分
～
正
午

【
予
約
受
付
は
7
／
5
か
ら
】

『
坂
口
先
生
の
幼
・
保
え
ら
び
の

ポ
イ
ン
ト
』
（
お
母
さ
ん
の
勉
強
室
）

…

盲

▼
3
歳
6
カ
月
児
健
診

7
／
5
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
1
歳
6
カ
月
児
健
診

7
／
7
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
4
ヵ
月
児
健
診

7
／
1
4
　
（
木
）

一

一

℡
　
f
a

★
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
．
＼
＼
y
O
詳
？
n
e
ご
p

【
予
約
制
の
行
事
】
（
ネ
ッ
ト
予
約
）

▼
7
月
の
お
誕
生
会

7
／
1
3
　
（
水
）
　
1
0
時
～
1
1
時

7
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
【
7
／
5
　
（
火
）
　
1
0
時
～

1
3
時
受
付
※
】

★
7
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
み

▼
子
育
て
講
座

～
う
ち
わ
製
作
～

7
／
1
2
　
（
火
）
　
1
0
時
～
1
1
時

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
7
／
1
（
金
）
※
】

～
パ
ン
づ
く
り
～

バ
ン
ド
ミ
さ
ん
と
手
作
リ
パ
ン

7
／
1
9
　
（
火
）
　
9
時
3
0
分
～
正
午

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
7
／
7
（
木
）
※
】

～
紙
粘
土
あ
そ
び
～

7
／
2
9
　
（
金
）
　
川
時
～
1
1
時

2
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
7
／
2
0
（
水
）
※
】

～
手
作
り
お
も
ち
ゃ
～

8
／
5
　
（
金
）
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
7
／
2
2
（
金
）
※
】

▼
園
庭
開
放

～
泥
あ
そ
び
～

7
／
2
1
　
（
木
）
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
7
／
1
4
（
木
）
※
】

※
1
0
時
～
1
3
時
に
ネ
ッ
ト
予
約
を

受
付
け
、
そ
の
後
抽
選
で
は
ず

れ
た
方
の
み
折
り
返
し
連
絡
。

【
予
約
不
要
の
行
事
】

▼
育
児
サ
ー
ク
ル
に
興
味
の
あ
る

方
集
合
！

7
／
1
　
（
金
）
　
　
1
0
時
～
1
1
時

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ぺ
Ⅰ
ス

①
0
歳
以
上

7
／
4
㈲
（
身
体
測
定
）
・
1
1
㈲
・

2
5
㈲
　
　
　
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

②
は
い
は
い
広
場

歩
行
が
完
了
し
て
い
な
い
お

子
さ
ん

7
／
6
㈱
　
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

▼
一
緒
に
遊
ぼ
う
　
（
雨
天
中
止
）

7
／
8
㈱
・
1
5
働

1
歳
以
上
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分



＝7月の行事カレンダー：：＝＝＝

日 佇��火 ��R�木 仞��土 

1 ⑳10：OD～ �"�

◆＝予約が必要です0　　　　　　聯胃蓼■夢『p 劔�ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 

3 釘�5 澱�7 唐�9 
・おもちゃの病院 � � ��

⑳13：DD～ 刧S13：00～ �3���c�����

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587閂R�一般ゴミ⑧ 

10 ����12 ��2�14 ��R�16 

⑳10：00～ ��⑳10：DO～ �8-�������T$4y�ｨ霻����.ｸ､ｩ_｢�

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 

17 ��椅�,ﾃ��19 �#��21 �#"�23 

終業式 （20P） ��田・⑳10：OD～ 

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587��r� 

24 �#R�26 �#r�28 �#��30 
アナログ放送 終了日 �� �� � 

㊨13：30～ �3�8+�3���� �7H4h4��燈��｢�ﾌX-ﾈ*���8�c3���｢��S���c�����

一般ゴミ⑧ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587鑼2� 

31 
粗大こ■み申込みセンター

電　話

0800－123－5353

ファックス（聴覚障害者用）

0800－500－5300

期府平
5　　　　営成

階　7　間住23
政／　　宅年
策25　　申第
推；　込　3
進　8　　苔回

課／　　配
へ　8　　布

【ゴミ収集日の凡例】
一般コミ④　馬瀬、北出、高月南、高

月北
一般コミ⑧　新浜、忠岡南・中・北・東

ペット（西側）　南海線西側

ペット（東側）　南海繚東側

缶・ビン（西側）南海線西側

缶・ビン（東側）・南海練東側


